








結論 

1)人為的におこさせた 2 回のウイルス血症後，ウイルス抗原は,早い時期では focal 

segmental に,mesangium あるいは血管極附近に染色され,4 週目では,早期に染色されたよ

りも強く mesangial pattern で認められた。 

2)IgA,IgG,C3 は,早い時期ではほとんど染色されなかったが,4 週目では mesangial 

pattern で染色された。 

3)IgM は,コントロールに比較して強く染色されたが,4 週目と比較した場合,早い時期の方

が強い染色態度を示した。 

4)これを IgA 腎症のモデルとして完成させるためにはさらに検討を要するが,今回の成績

は IgA 腎症にまで発展させ得る基礎的病変として価値ある所見であると考える。 


